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これからはじめませんか
がんライフ教育

子どもたちに伝えよう がんを通して見える いのちとお金

2人に1人が生涯のうちにがんを罹患するわが国では、がんと共に暮らす者を支える

ための知識、自分ががんに罹患した時に社会の中で自分らしく生きるための知識を備えてお

かねばなりません。

これから社会に出る子供たちに、がんという病気を知るだけでなく、いのちの大

切さ、そしてがんとの暮らしを支える社会保障、がんとの共生社会につい

ても考えるがんライフ教育をしていきませんか。

ぜひ当協会が制作した「がんライフ教育」の資材を活用をご検討ください。

☑ これからがん教育に取り組んでいきたい

☑ 講演を聴くだけでなく、生徒主体の授業内容を検討したい

☑ がんを教えるだけでなく、金銭教育や人権教育も交えて、保健体育、家庭、公民、特別

活動といった教科超えた授業にしたい



がんライフクイズ

クイズ問題は20問。すべて2者択一
で、1問あたりの制限時間は問題の読み
上げ時間を含めた約15秒間。
1問ごとに博士が正解を伝え、即座に次の問
題の問い読みが始まります。
身につけている知識の確認や、授業の理解度の確
認に活用でき、解答に一喜一憂しながら、緊迫感を持っ
て取り組める映像です。

事例

一家の大黒柱である
会社員50歳代男性の事例

がんを告知された事例を通し、がんと
向き合おうとする人の気持ちや、自分が

その人のために何ができるかを考えるきっ
かけに活用できる映像です。

家事育児で家族を支える
40歳代女性の事例

文部科学省「がん教育推進のための教材
指導参考資料」をもとに、がんという
病気に関する問題を10問

視聴用QRコードは
こちら

がんになった時の暮らしを
支える社会保障などの
問題を10問

視聴用
QRコードは

こちら

視聴用
QRコードは

こちら

「がんライフクイズ」「事例」の映像は
公益財団法人大阪成人病予防協会「患者団体等活動支援事業」の助成を受け作成したものです

もし親ががんになったら
家族の一員として
しっかり話を聞こうと

思いました

日本にはがんになった時など暮らしを
守ってくれるいろんな制度が
あることを知りました

映像使用される際は、下記までご連絡ください
映像使用にあたり授業のご相談、出張授業のご依頼など、
がんライフ教育に関するお問い合わせもお気軽にどうぞ

info@ganlife-adviser.org

一般社団法人がんライフアドバイザー協会 がんライフ教育担当

その他、がんライフ教育に関する情報はこちらでもご覧いただけます




